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1

は
じ
め
に

⑴
ね
ら
い

①�

主
と
し
て
心
身
鍛
練
、
精
神
修
養
の

武
道
と
し
て
伝
統
的
に
継
承
さ
れ
て

き
た
弓
道
を
通
し
て
、
日
本
古
来
の

文
化
と
、
伝
統
的
な
日
本
人
の
心
を

学
ぶ
こ
と
。

②�

熱
心
な
地
域
の
指
導
者
を
講
師
と
し

て
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
、
弓
道
の
定
め
ら
れ
た
作

法
に
よ
り
、
立
ち
方
、
座
り
方
、
歩

き
方
、
回
り
方
な
ど
の
基
本
動
作
が

で
き
、「
射
法
八
節
」
を
中
心
と
し

た
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

③�

日
常
生
活
に
お
け
る
礼
儀
作
法
や
相

手
の
立
場
を
尊
重
し
、
集
団
で
の
協

力
が
で
き
る
態
度
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、「
矢
を
射
る
」
と
い
う
特
異

な
技
能
の
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
全
に
対
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ

と
。

　

古
賀
中
学
校
で
は
、
学
校
敷
地
内
に

武
道
館
が
あ
り
、
市
民
に
も
開
放
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
柔
道
や

剣
道
の
鍛
錬
に
勤い
そ

し
ん
で
い
る
。
さ
ら

に
、
敷
地
内
に
は
弓
道
場
も
あ
り
、
古

賀
市
弓
道
協
会
会
員
や
近
隣
の
福
岡
県

公
立
古
賀
竟
き
ょ
う

成せ
い

館か
ん

高
等
学
校
弓
道
部
な

ど
、
高
校
生
か
ら
大
人
ま
で
、
日
々
稽

古
に
励
ん
で
い
る
。
市
内
に
は
柔
道
や

剣
道
、
空
手
道
な
ど
の
道
場
が
多
く
存

２

授
業
実
践
に
つ
い
て

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

地
域
人
材
を
活
用
し
た
弓
道
の

授
業
実
践
の
紹
介

古
賀
市
教
育
委
員
会

　

古
賀
市
は
福
岡
県
の
北
中
部
、
福

岡
市
と
北
九
州
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
、
平
成
29
年
市
制
20
周
年
を
迎

え
た
。

　

市
の
「
教
育
立り
っ

市し

こ
が
〜
日
本
一

通
い
た
い
通
わ
せ
た
い
学
校
づ
く
り

〜
」
の
基
本
理
念
を
受
け
、
古
賀
中

学
校
で
は
「
ふ
る
さ
と
古
賀
を
愛

し
、
豊
か
な
心
と
知
性
を
持
ち
、
自

ら
生
き
る
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
る

生
徒
の
育
成
」
を
掲
げ
て
い
る
。

古賀中学校弓道場

在
し
、
武
道
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

　

中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
武

道
が
必
修
化
さ
れ
た
こ
と
や
、
弓
道
場

が
中
学
校
横
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
合

わ
せ
、
平
成
23
年
度
よ
り
、
保
健
体
育

の
武
道
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
熱
心

な
地
域
の
指
導
者
を
活
用
し
た
弓
道
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、１
・
２
年
生
を
対
象
と
し

た
弓
道
の
授
業
実
践
を
紹
介
し
た
い
。

⑵
授
業
の
実
際

①
学
習
形
態
の
工
夫
（
平
成
29
年
度
）

　

多
く
の
地
域
の
指
導
者
が
指
導
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
課
程

の
編
成
を
工
夫
し
、
２
週
間
で
計
５
時

間
の
授
業
を
午
前
中
に
設
定
し
た
。

②
学
習
活
動
・
内
容
に
つ
い
て
（
全
５

時
間
、
次
頁
表
参
照
）

③
授
業
の
様
子

　

本
年
度
は
、
第
１
学
年
と
第
２
学
年

女
子
を
対
象
に
授
業
を
行
っ
た
。
１
ク

ラ
ス
は
、
38
名
程
度
の
生
徒
に
対
し
、

毎
回
８
名
ほ
ど
の
地
域
の
指
導
者
の

方
々
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い

た
。

　

は
じ
め
に
、
弓
道
の
歴
史
や
特
性
に

つ
い
て
、
教
室
で
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た

（
２
年
生
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
ビ

デ
オ
視
聴
済
み
）。
１
年
生
で
弓
道
の

経
験
が
あ
る
生
徒
は
皆
無
で
、
視
聴
を

通
し
て
弓
道
に
対
す
る
興
味
関
心
を
高 土坑から発見された馬具の一つ「金銅製歩揺付飾金具（雲珠）」

国史跡「船原古墳」の前方後円墳と土坑群
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ホ
・
引
分
け

ヘ
・
会

ト
・
離
れ

チ
・
残
心
（
身
）

の
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
の
指
導
者
の
方
々
は
、
生
徒
の

間
を
細
や
か
に
巡
回
し
、
力
が
入
る
正

し
い
ゴ
ム
の
位
置
を
確
認
し
た
。
ゆ
が

け
と
胸
当
て
を
つ
け
た
素
引
き
で
は
、

三さ
ん

重じ
ゅ

十う
じ

文ゅ
う

字も
ん
じ（

両
足
底
―
腰
―
両
肩
が
、

上
方
か
ら
見
た
と
き
正
し
く
一
枚
に
重

な
り
、
脊せ
き
ち
ゅ
う柱、

項う
な
じが

上
方
に
伸
び
、
下

半
身
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
上
半
身

を
伸
ば
す
）の
形
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
入
場
か
ら
射
法
八
節
の
流

れ
に
従
い
、
的
に
向
か
っ
て
矢
を
離
す

実
射
、
退
場
ま
で
を
行
っ
た
。

　

実
射
で
は
指
導
者
の
方
々
が
横
に
つ

き
、
正
し
い
三
重
十
文
字
の
形
と
射
法

八
節
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

生
徒
は
、
落
ち
着
い
た
様
子
で
、
矢

が
離
れ
た
後
の
残
心
か
ら
弓
倒
し
、
退

場
ま
で
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　

的
を
射
る
こ
と
は
、
体
力
的
な
要
素

も
大
き
く
、
初
め
て
経
験
す
る
中
学
校

１
年
生
の
女
子
生
徒
に
と
っ
て
は
、
な

か
な
か
難
し
く
、
だ
か
ら
こ
そ
ゴ
ム
弓

引
き
な
ど
基
本
的
な
動
作
の
練
習
に
真

剣
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
。

　

限
ら
れ
た
授
業
時
間
中
で
、
一
人
ひ

と
り
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
準
備
等
の
時
間
を
短
縮
し
、
か
つ

安
全
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
、
弓
矢
、
ゆ
が
け
・
胸
あ
て
は
、
全

生
徒
の
分
を
準
備
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
終
わ
り
次
第
す
ぐ
に
脱
ぎ
、
次

の
生
徒
に
渡
す
こ
と
で
、
脱
着
も
素
早

く
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
授
業
の
あ
い
だ
指
導
者
の

方
々
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細

か
く
、
生
徒
の
動
作
に
寄
り
添
い
な
が

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。

　

特
に
、
実
射
の
際
は
、
矢
先
を
上
げ

す
ぎ
な
い
な
ど
、
危
険
防
止
に
配
慮
し

た
指
導
が
あ
り
、
安
全
に
、
か
つ
安
心

し
て
生
徒
自
身
も
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
。

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
、
実
際
に
弓
道
場
に
お
い
て
、

指
導
者
よ
り
弓
道
へ
の
関
心
を
高
め
る

「
動
か
な
い
的
に
向
か
う
こ
と
で
自
分

自
身
を
磨
く
」「
集
中
す
る
た
め
の
呼

吸
（
息
合
い
）
を
重
視
す
る
」「
男
女
、

年
齢
を
問
わ
ず
、
生
涯
続
け
ら
れ
る
」

の
講
和
を
し
て
い
た
だ
き
、
心
構
え
の

指
導
を
さ
れ
た
。

　

そ
の
際
、
安
全
は
全
て
に
お
い
て
優

先
す
る
こ
と
で
あ
り
、
礼
儀
作
法
は
、

そ
の
態
度
を
育
て
る
上
で
も
特
に
大
切

で
あ
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
た
。「
勝
手

に
道
具
を
さ
わ
ら
な
い
」「
弓
を
絶
対

に
人
に
向
け
な
い
」「
弓
を
引
い
て
い

る
前
を
通
ら
な
い
」
な
ど
で
あ
る
。
礼

儀
は
、
立
ち
方
・
座
り
方
、
浅
い
礼
・

深
い
礼
な
ど
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ゴ
ム
弓
を
使
っ
た
り
、
素

引
き
で
、「
射
法
八
節
」
を
練
習
し
た

り
し
た
。

「
射
法
八
節
」
と
は
、

イ
・
足
踏

ロ
・
胴
造
り

ハ
・
弓
構
え

ニ
・
打
起
し

模範演技を見学する 指導者の説明を聴く生徒

素引きで「射法八節」を練習する ゴム弓を引く練習

射位にて弓をいる直前の様子 控え・本座にて順番待ちの様子

学習活動・内容（第１学年女子）

時間 1 2 3 4 5

導
入
10
分

１　整列・挨拶
２　出欠確認・健康観察
　　準備・準備運動・前時の振り返りと本時のめあての確認

展
開
30
分

３　ビデオ学習Ⅰ
　〇歴史
　〇特性
　〇礼儀作法
　〇基本体
　　・基本の姿勢
　　・基本の動作
４　ビデオ学習Ⅱ
　〇射技
　〇�矢番え動作と�

四つ矢
　〇射法八節
　〇入・退場
　〇射礼

３　講師紹介・講話
　〇弓道との出会い
　〇�安全に関する注意�

事項
　〇心得
　〇礼儀作法
　・立ち方
　・座り方
　・礼の仕方
　　（立礼・座礼）
４　模範演技見学

３　�道具の操作法の�
確認・練習

　〇�ゴム弓の操作
　〇�ゆがけ・胸当

ての脱着
４　�射法八節の習得
　〇ゴム弓
　〇素引き

３　�射法八節
の習得

　〇ゴム弓
　〇素引き
４　実射

３　的前練習
４　実射

ま
と
め
10
分

５　振り返り
　〇片付け
　〇本時の振り返りと次時の予告
　〇あいさつ
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地
域
の
指
導
者
の
方
は
、
生
徒
た
ち

の
集
中
力
の
高
さ
や
落
ち
着
い
た
行
動

に
感
心
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
地
域
の

方
と
生
徒
、
そ
し
て
保
健
体
育
科
教
員

生徒の感想・お礼より

⑴
成
果

〇
指
導
者
の
方
々
の
熱
意
に
応
え
よ
う

と
、
真
剣
な
表
情
で
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
、
理
解
を
深
め
、
身
に
つ
け
よ
う

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〇
生
徒
は
、
非
日
常
の
静
寂
の
中
、
緊

張
感
の
あ
る
凜
と
し
た
空
間
に
い
る

心
地
よ
さ
を
体
感
で
き
た
。

〇
生
徒
は
礼
儀
作
法
や
相
手
の
立
場
を

尊
重
す
る
な
ど
、
集
団
で
の
協
力
や

３

成
果
と
課
題

４

終
わ
り
に

安
全
に
対
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

⑵
課
題

●
限
ら
れ
た
授
業
時
間
中
で
、
一
人
ひ

と
り
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
さ
ら
に
授
業
形
態
を
工
夫
す

る
必
要
が
あ
る
。

●
他
の
武
道
と
の
関
連
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
、
学
習
過
程
に
位
置
付
け
て

い
く
の
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

日
ご
ろ
の
登
下
校
で
弓
道
場
を
目
に

す
る
古
賀
中
学
校
生
徒
に
と
っ
て
、
地

域
の
方
を
通
し
て
弓
道
に
身
近
に
触

れ
、
ま
た
日
本
古
来
の
文
化
と
、
伝
統

的
な
日
本
人
の
心
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
、
大
変
貴
重
で
意
義
深
い
体

験
で
あ
る
。

＋税 ＋税
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